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ひざし ２０１３.８ 罫

２０１３.８月号 №１7４

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

「
も
っ
こ
り
ー
ず
」
の
出
荷
が
、
今
年
も
七

月
一
日
か
ら
始
ま
り
、
一
〇
日
頃
に
最
盛

期
を
迎
え
ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
湧
別
町
と
遠
軽
町

の
栽
培
農
家
七
八
戸
が
栽
培
・
出
荷
し
て

お
り
、
今
年
は
十
一
月
上
旬
ま
で
に
道
内

は
も
ち
ろ
ん
、
首
都
圏
や
中
部
、
関
西
方

面
を
始
め
と
す
る
日
本
全
国
に
一
日
一
八

〇
〇
箱
（
一
箱
六
㎏
）
、
合
計
七
〇
〇
〇
〇

箱
の
出
荷
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

今月の主な記事
「日本全国に７０,０００箱を出荷」
ブロッコリー「もっこりーず」の出荷開始

２～３

ＴＰＰ交渉参加抗議反対集会開催 ４

秋まき小麦収穫作業開始 ５

第１５回農事部親睦パークゴルフ・ゴルフ大会
６～７

青年部酪農専門部乳製品消費拡大ＰＲ活動
青年部酪農専門部視察研修
青年部遠紋北常ブロックスポーツ交流会 ８

子供農業体験学習
上湧別玉葱振興会青年部町外視察研修 ９

酪農学園大学地域交流推進協議会主催講習会
えんゆう乳牛検定組合講習会 １０

農業実習を終えて
～農産課 羽根田友宏～ １１

遠軽厚生病院だより １２～１５

ＪＡえんゆう野球部奮闘
～ＪＡ野球大会～ １６～１７

理事会のあらまし
読者の声 １８

クロスワードパズル
お盆業務体制 １９

第２７回屯田夏祭り盆踊り大会お知らせ
いもたま作造くん ２０

表紙写真：玉ねぎ畑灌水作業
（上湧別地区）の様子

揃えて箱詰めしていきま揃えて箱詰めしていきますす
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Ａ
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荷
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茎 ひざし ２０１３.８

選
果
施
設
で
は
、
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア
ー

で
次
々
と
流
れ
て
く
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を

パ
ー
ト
従
業
員
た
ち
が
、
手
慣
れ
た
作
業

で
一
玉
ず
つ
素
早
く
整
形
し
、
規
格
別
に

選
別
し
、「
も
っ
こ
り
ー
ず
」
ブ
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
が
つ
い
た
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
に

氷
を
入
れ
て
箱
詰
め
さ
れ
て
い
く
様
子
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
形
・
質

と
も
に
良
好
と
の
こ
と
で
、
昨
年
に
引
き

続
き
今
年
も
各
地
で
良
い
評
判
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

丸々と大きく育ったブロッコリーを手際良く長さ丸々と大きく育ったブロッコリーを手際良く長さをを

日日日本全国に７０,０００箱日日本全国日本全国にに７０,０００７０,０００箱箱日本全国に７０,０００箱
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Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
日
本
政
府
が
参
加
す
る
こ
と
に
抗
議
・
反

対
す
る
全
道
総
決
起
大
会
が
、
七
月
二
十
五
日
、
札
幌
市
中

央
区
の
中
島
公
園
で
開
催
さ
れ
、
北
海
道
全
域
か
ら
農
業

者
を
始
め
、
商
工
関
係
者
や
消
費
者
ら
、
約
七
〇
〇
〇
人
が

参
加
し
、
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
か
ら
も
役
職
員
二
四
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

大
会
決
議
で
は
「
交
渉
参
加
へ
と
進
ん
だ
政
府
に
強
く
抗

議
す
る
」
と
し
た
上
で
、「
北
海
道
を
守
り
抜
く
運
動
を
強

力
に
展
開
し
て
い
く
」
と
の
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
会
後
に
札
幌
中
心
部
で
デ
モ
行
進
を
お
こ
な

い
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
へ
の
怒
り
や
危
機
感
を
街
往
く
市

民
に
広
く
訴
え
ま
し
た
。

北海道総決起大会の様子

私私たちの地私たちの地域域・暮らし・い・暮らし・いののちを守り抜く決意新たちを守り抜く決意新たにに
オホーツクと全道でＴＰＰ（環太平洋連携協定オホーツクと全道でＴＰＰ（環太平洋連携協定））
交渉参加抗議・反対大会開交渉参加抗議・反対大会開催催

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
決
起
大
会

全
道
総
決
起
大
会

七
月
二
十
二
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋

連
携
協
定
）
へ
の
交
渉
参
加
に
抗
議
・
反

対
す
る
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
決
起
大
会
が
北
見

市
の
北
見
駅
南
多
目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
、

網
走
管
内
一
円
か
ら
志
を
同
じ
く
す
る
農

業
者
他
約
二
〇
〇
〇
人
が
集
い
、
Ｊ
Ａ
え

ん
ゆ
う
か
ら
も
組
合
員
な
ら
び
に
役
職
員

六
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

農
林
水
産
業
や
商
工
、
消
費
者
団
体
な

ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
に
抗
議
・
反
対
す
る
大
会
を
開
催
し
、

地
域
の
生
活
や
経
済
そ
し
て
農
業
を
壊
す

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
に
改
め
て
反
対
す
る
と

と
も
に
政
府
の
拙
速
な
判
断
に
対
し
て
抗

議
し
ま
し
た
。

大
会
終
了
後
に
北
見
中
心
部
で
デ
モ
行

進
が
お
こ
な
わ
れ
、
農
家
ら
は
ト
ラ
ク

タ
ー
を
先
頭
に
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
」
と

書
か
れ
た
の
ぼ
り
や
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
概
Ｔ
Ｐ

Ｐ
」
の
看
板
な
ど
を
持
っ
て
行
進
し
、「
地

方
の
声
を
無
視
す
る
な
」
な
ど
と
声
を
上

げ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
阻
止
に
向
け
て
決

意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
し
た
。

関係者２０００人が集会とデモ行進でＴＰＰ交渉
参加抗議・反対をアピール（写真上下）



秋まき小麦収穫作業の様子
（写真上下：７月２９日上湧別地区）

蛍 ひざし ２０１３.８

今年も農作物の収穫が始まっておりますが、役場やＪＡなどに「圃場の

土砂で道路が汚れている」などの苦情が寄せられることがあります。

組合員各位も普段から留意されていることとは存じますが、下記事項を

順守していただけますようよろしくお願い申し上げます。

●タイヤに付着した土砂は道路に入る前に落として下さい

●道路を汚したときは各自で道路をキレイにして下さい

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

七
月
下
旬
を
迎
え
て
、
上
湧
別
、
遠
軽
、

丸
瀬
布
、
白
滝
、
生
田
原
の
各
地
区
で
、

秋
ま
き
小
麦
の
収
穫
作
業
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

今
年
は
、
白
滝
地
区
が
七
月
二
十
八
日
、

上
湧
別
・
遠
軽
・
丸
瀬
布
地
区
が
七
月
二

十
九
日
、
生
田
原
地
区
が
八
月
二
日
か
ら

収
穫
作
業
が
始
ま
り
、
六
月
以
降
少
雨
傾

向
が
続
い
た
こ
と
も
あ
り
、
昨
年
比
で
三

日
早
い
収
穫
開
始
と
な
り
ま
し
た
。
各
地

区
で
は
、
昨
年
よ
り
約
六

増
の
約
九
四

ha

七

を
十
六
台
の
コ
ン
バ
イ
ン
で
刈
り
取

ha

り
、
十
日
前
後
で
収
穫
作
業
を
終
え
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
年
度
は
、
約
四
〇
〇
〇
ｔ
の
収
量
を

見
込
ん
で
お
り
、
収
穫
作
業
と
共
に
麦
乾

燥
調
製
貯
蔵
施
設
を
稼
働
し
、
均
一
な
高

品
質
麦
の
安
定
供
給
に
努
め
、
十
月
中
旬

頃
の
終
了
を
目
処
に
作
業
が
続
い
て
い
き

ま
す
。

各
地
区
で
収
穫
さ
れ
た
小
麦
が
一
等
小

麦
と
な
り
、
実
り
多
い
秋
を
迎
え
ら
れ
ま

す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

道路の土砂汚れに注意！

各各
地
区
で
秋
ま
き
小
麦
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま

各
地
区
で
秋
ま
き
小
麦
収
穫
が
始
ま
っ
て
い
ま
すす



ひざし ２０１３.８ 計

第
一
五
回
農
事
部
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
七
月
十
二
日
に
五

鹿
山
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
と
上
湧
別
リ
バ
ー

サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
場
で
開
催
さ
れ
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
に
男
子
一
〇
四
名
、
女
子
三
三
名
、

ゴ
ル
フ
に
一
七
名
の
計
一
五
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

競
技
は
午
前
一
〇
時
に
開
始
さ
れ
、

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
部
で
は
三
コ
ー
ス
合
計

ス
コ
ア
で
競
う
個
人
戦
が
、
ゴ
ル
フ
の
部

で
は
合
計
一
八
ホ
ー
ル
の
ス
コ
ア
で
競
う

個
人
戦
が
お
こ
な
わ
れ
、
老
若
男
女
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
る
と
と
も
に
、
お
互
い
の

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

さ
て
、
今
大
会
の
結
果
で
す
が
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
の
部
で
は
、
男
子
の
部
が
五
の

一
農
事
部
の
森
正
実
さ
ん
が
八
八
（
H
C

）、
女
子
の
部
は
五
の
一
農
事
部
の
高

２０柳
和
子
さ
ん
が
九
八
（
H
C
８
）
の
そ
れ

ぞ
れ
好
ス
コ
ア
を
収
め
て
優
勝
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
の
部
で
は
、
四
の
二
農
事
部
の

井
上
政
徳
さ
ん
が
七
三
．
六
で
優
勝
、
同

じ
く
四
の
二
農
事
部
の
池
田
輝
男
さ
ん
が

七
四
．
〇
で
惜
し
く
も
準
優
勝
の
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
表

の
通
り
で
す
。

《
事
務
局
よ
り
》

来
年
の
開
催
日
に
つ
き
ま
し
て
、
七
月

十
五
日（
火
）に
決
定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

パークゴルフの部 男女それぞれの優勝者・準優勝者
（左より、準優勝：菅井誠さん（向遠軽）、優勝：森正
実さん（上湧別５の１）、優勝：高柳和子さん（上湧別
５の１）、準優勝：加藤富士子さん（上湧別５の３））

開会挨拶をおこなう
中川菊夫組合長

パークゴルフには１３７名の参加をいただきました ゴルフの部参加者で記念撮影

ゴルフの部 優勝者
井上政徳さん

（上湧別４の２）

ゴルフの部 準優勝者
池田輝男さん

（上湧別４の２）

第第
一
五
回
農
事
部
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル

第
一
五
回
農
事
部
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フフ・・ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第第
一
五
回
農
事
部
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル

第
一
五
回
農
事
部
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フフ・・ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

第
一
五
回
農
事
部
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ・ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
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ゴ ル フパ ー ク （ 女 ）パ ー ク （ 男 ）
区 分

スコアＨＣグロス氏 名農事部スコアＨＣグロス氏 名農事部スコアＨＣグロス氏 名農事部

73.614.488井上 政徳４の２98890高柳 和子５の１882068森 正実５の１優 勝

74.012.086池田 輝男４の２98692加藤富士子５の３90882菅井 誠遠 軽準優勝

74.24.879原田 好広４の２98296高橋 行奈４の２90783岡村 勉４の１３ 位

74.819.294岡和田 博４の２991584工藤 桂子４の１90288牧野 克好４の１４ 位

75.421.697北村 満５の１99099岡村美由紀４の１93093横尾 一男５の１５ 位

−−79原田 好広４の２−−84工藤 桂子４の１−−68森 正実５の１ベスグロ

第１５回（平成２５年度）農事部親睦パークゴルフ・ゴルフ成績表（敬称略）

緊張の一瞬・・・ 青空に向かってナイスショット！

ちょっとずれたかな～？？？ お先にいれま～す

あれ？ボール、違うところに行っていない？ ナイスショット！

すすなっぷ しょっすなっぷ しょっとと



乳製品消費拡大ＰＲ活動の様子

七
月
二
十
日
、
湧
別
町
緑
地
公
園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で

遠
紋
な
ら
び
に
北
常
地
区
の
七
Ｊ
Ａ
青
年
部
盟
友
五
〇
名

が
集
い
、
遠
紋
北
常
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
え
ん
ゆ
う
青
年
部
か
ら
も
部
員
他
一
四
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

今
年
の
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
は
、
当
初
六
月
上

旬
に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
春
先
の
悪
天
候
に
よ
る
農
作

業
の
遅
れ
か
ら
順
延
と
な
り
、
日
を
改
め
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。

今
年
の
交
流
会
で
は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が
お
こ
な
わ
れ
、

三
～
四
人
一
組
と
な
っ
て
九
ホ
ー
ル
の
コ
ー
ス
を
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

競
技
終
了
後

は
、
中
湧
別
に

あ
る
か
み
ゆ
う

べ
つ
温
泉
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
湯

に
移
動
し
、
懇

親
会
が
開
催
さ

れ
、
盛
会
の
う

ち
に
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

ひざし ２０１３.８ 警

青
年
部
酪
農
専
門
部
で
は
、
七
月
二
十
五
日
に
視
察
研

修
を
開
催
し
、
北
広
島
市
に
あ
る
Ｍ
Ｐ
ア
グ
ロ
株
式
会
社

本
社
で
研
修
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

今
回
、
部
員
十
一
名
、
職
員
二
名
、
合
計
十
三
名
が
参

加
し
、
Ｍ
Ｐ
ア
グ
ロ
の
関
連
会
社
で
あ
る
ゾ
エ
テ
ィ
ス

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
の
米
山
修
獣
医
師
か
ら
、
主
に
繁
殖

管
理
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し
た
。

繁
殖
管
理
は
酪
農
経
営
の
根
幹
で
あ
り
、
繁
殖
サ
イ
ク

ル
を
良
い
状
態
で
保
つ
こ
と
が
生
乳
生
産
性
を
上
げ
る
た

め
に
最
も
重
要
な
こ
と
か
ら
、
部
員
一
同
、
講
演
に
耳
を

傾
け
て
お
り
ま
し
た
。

研
修
終
了

後
は
、
宿
泊

先
で
あ
る
札

幌
市
に
移
動

し
、
部
員
全

員
で
会
食
し

た
後
は
、
各

々
フ
リ
ー
タ

イ
ム
を
満
喫

し
、
有
意
義

な
う
ち
に
研

修
を
終
え
る

こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
青
年
部
酪
農
専
門
部
で
は
、
七
月
二
十
八
日
に
遠

軽
町
生
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第

二
五
回
い
く
た
は
ら
ヤ
マ
ベ
ま
つ
り
」
で
牛
乳
五
〇
〇
個

を
無
料
配
布
し
、
乳
製
品
消
費
拡
大
Ｐ
Ｒ
活
動
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
地
元
は
も
ち

ろ
ん
各
地
か
ら
多
く
の
観
光
客
が
来
場
し
て
お
り
、
Ｐ
Ｒ

活
動
と
し
て
実
施
し
た
牛
乳
の
無
料
配
布
に
対
し
て
も
多

く
の
方
々
に
来
て
い
た
だ
き
、
開
始
か
ら
三
〇
分
で
配
布

終
了
と
な
る
賑
わ
い
を
見
せ
て
お
り
ま
し
た
。

春
か
ら
お
こ
な
っ
て
い
る
Ｐ
Ｒ
活
動
は
、
こ
の
後
、
し

ら
た
き
山
遊
の
里
ま
つ
り
、
屯
田
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
、
え

ん
が
る
コ
ス

モ
ス
フ
ェ
ス

タ
の
三
回
を

予
定
し
て
お

り
、
こ
の
乳

製
品
消
費
拡

大
Ｐ
Ｒ
活
動

を
通
じ
て
、

消
費
者
の
方

々
に
も
っ
と

美
味
し
い
乳

製
品
を
食
べ

て
も
ら
う
き

っ
か
け
に
な

れ
ば
幸
い
で

す
。

パパ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
盟
友
と
の
親
睦
を
深
め

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
盟
友
と
の
親
睦
を
深
め
るる

遠
紋
北
常
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
に

遠
紋
北
常
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
に
参参
加加

研修を受ける部員各位

競技規則の説明を受ける青年部盟友各位

いい
く
た
は
ら
ヤ
マ
ベ
ま
つ
り

い
く
た
は
ら
ヤ
マ
ベ
ま
つ
り
でで

青
年
部
員

青
年
部
員
がが
乳
製
品
消
費
拡
大

乳
製
品
消
費
拡
大
をを
ＰＰ
ＲＲ
！！

繁
殖
管
理
技
術
に
つ
い
て
学

繁
殖
管
理
技
術
に
つ
い
て
学
ぶぶ

青
年
部
酪
農
専
門
部
が
視
察
研
修
を
開

青
年
部
酪
農
専
門
部
が
視
察
研
修
を
開
催催
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上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部
は
、
七
月
四
日
に
町
外
視
察
研

修
を
開
催
し
、
部
員
一
四
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
回
の
研
修

で
は
他
地
区
の
玉
葱
栽
培
農
家
二
戸
の
圃
場
と
北
見
農
業
試
験

場
を
視
察
し
ま
し
た
。

農
家
視
察
で
は
、
置
戸
町
の
岡
田
農
場
と
美
幌
町
の
小
谷
農

場
の
圃
場
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
今
年
の
生
育
状
況
や
栽
培

に
か
か
わ
る
様
々
な
技
術
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。

北
見
農
業
試
験
場
で
は
、
実
際
に
玉
葱
の
試
験
栽
培
圃
場
を

見
さ
せ
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、

品
種
ご
と
の
特

徴
や
栽
培
管
理

の
違
い
か
ら
く

る
生
育
状
況
の

差
を
教
え
て
も

ら
う
と
と
も
に
、

様
々
な
助
言
を

受
け
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
で

見
聞
き
し
た
こ

と
を
、
今
後
の

栽
培
管
理
に
役

立
て
て
い
き
た

い
と
存
じ
ま
す
。

答
え
る
青
空
教
室
を
開
催
し
ま

し
た
。

子
供
た
ち
は
青
年
部
員
か
ら

畑
の
手
入
れ
の
方
法
を
教
え
て

も
ら
っ
た
後
、
畑
に
生
え
た
雑

草
を
抜
き
取
り
、
と
う
も
ろ
こ

し
の
間
引
き
作
業
を
体
験
し
ま

し
た
。

ま
た
、
青
年
部
員
た
ち
か
ら
、

か
ぼ
ち
ゃ
の
花
に
は
雄
花
と
雌

花
が
分
か
れ
て
い
る
こ
と
や
、

じ
ゃ
が
い
も
の
花
、
茎
、
根
の

違
い
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、

Ｊ
Ａ
青
年
部
が
上
湧
別
小
学

校
の
四
年
生
と
毎
年
お
こ
な
っ

て
い
る
子
供
農
業
体
験
学
習
の

第
二
回
目
を
七
月
十
八
日
、
開

催
し
ま
し
た
。

六
月
に
開
催
し
た
第
一
回
目

で
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
と
う
も
ろ
こ

し
、
じ
ゃ
が
い
も
の
三
品
目
を

植
付
け
し
て
か
ら
、
約
一
ヵ
月

半
が
経
過
し
た
今
回
は
、
草
取

り
や
間
引
き
な
ど
の
畑
の
手
入

れ
と
青
年
部
員
が
先
生
に
な
っ

て
、
子
供
た
ち
か
ら
の
質
問
に

子
供
農
業
体
験
学
習
開
催

子
供
た
ち
も
興
味
深
く
聞
い
て

お
り
ま
し
た
。

畑
の
手
入
れ
が
終
わ
っ
た
後

に
開
催
さ
れ
た
青
空
教
室
で
は
、

子
供
た
ち
か
ら
の
質
問
に
部
員

た
ち
が
一
生
懸
命
教
え
る
姿
が

見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
後
は
九
月
に
開
催
す
る

第
三
回
目
で
収
穫
作
業
を
子
供

た
ち
と
一
緒
に
お
こ
な
う
予
定

と
な
っ
て
お
り
、
今
か
ら
豊
穣

の
秋
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。

加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加

上
湧
別
玉
葱
振
興
会
青
年
部

町
外
視
察
研
修
開
催

畑畑畑の手入れと「青空教室」をおこないました畑畑畑の手入れと「青空教室」をおこないました畑の手入れと「青空教室」をおこないました

青年部員からかぼちゃの花の違いの説明を興味深く
聞き入る上湧別小学校４年生の子供たち

青年部員に教えてもらいとうもろこしの間引きに挑戦
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鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

湧
別
・
遠
軽
・
佐
呂
間
地
域
の
行
政
、

Ｊ
Ａ
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
構
成
さ
れ
る
酪
農

学
園
大
学
地
域
交
流
推
進
協
議
会
と
Ｊ
Ａ

え
ん
ゆ
う
は
、
七
月
二
十
四
日
に
Ｊ
Ａ
本

所
で
、
蹄
病
講
習
会
を
酪
農
家
と
関
係
団

体
三
四
名
を
集
め
て
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
は
、
今
年
三
月
に
開
催

し
た
第
一
回
講
習
会
の
続
き
と
し
て
開
催

さ
れ
、「
酪
農
家
に
お
け
る
削
蹄
」
を
題
目

と
し
て
、
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
実
際
に
酪
農
家
が
現
場
で
お
こ

な
っ
て
い
る
蹄
病
対
策
事
例
と
し
て
、

（
有
）
花
木
農
場
の
花
木
清
範
氏
か
ら
、
花

木
農
場
の
蹄
病
発
生
状
況
と
自
家
削
蹄
な

ら
び
に
治
療
に
つ
い
て
事
例
発

表
が
あ
っ
た
後
、
酪
農
学
園
大

学
獣
医
学
群
生
産
動
物
医
療
学

教
獣
医
学
博
士
の
田
口
清
氏
か

ら
、「
削
蹄
の
必
要
性
」、「
削
蹄

理
論
」、「
削
蹄
の
方
法
と
評
価

性
」、「
蹄
病
を
減
ら
す
削
蹄
」

に
つ
い
て
、
講
演
が
あ
り
、
出

席
者
も
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
話

に
深
く
頷
い
て
お
り
ま
し
た
。

な
お
、
十
一
月
に
第
三
回
講

習
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
次
回
も
多
く
の
酪
農
家
な

ら
び
に
関
係
者
の
出
席
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

田口清氏の話に耳を傾ける酪農家各位

酪
農
学
園
大
学
地
域
交
流
推
進
協
議
会

蹄

病

講

習

会

開

催

乳

房

炎

治

療

に

つ

い

て

学

ぶ

え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組
合
講
習
会
開
催

え
ん
ゆ
う
乳
牛
検
定
組
合
は
、
七
月
二

十
五
日
に
第
一
回
乳
検
講
習
会
を
Ｊ
Ａ
遠

軽
支
所
で
酪
農
家
一
八
名
を
集
め
て
開
催

し
ま
し
た
。

今
回
の
講
習
会
で
は
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
オ

ホ
ー
ツ
ク
遠
軽
診
療
所
の
池
満
康
介
獣
医

師
に
「
乳
房
炎
治
療
の
最
近
の
知
見
に
つ

い
て
～
Ｏ
Ｓ
を
中
心
に
～
」
の
題
目
で
酪

農
現
場
に
お
け
る
乳
房
炎
の
現
状
と
治
療

方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

酪
農
の
現
場
に
お
い
て
、
乳
房
炎
は
日

常
起
こ
り
う
る
中
で
身
近
に
あ
る
疾
病
で

あ
り
、
厄
介
な
疾
病
と
言
え
ま
す
が
、
今

回
は
乳
房
炎
発
生
の
原
因
菌
と

し
て
最
も
多
い
Ｏ
Ｓ
（
環
境
性

レ
ン
サ
球
菌
）
を
中
心
に
学
び

ま
し
た
。

講
演
の
中
で
、「
乳
房
炎
は

必
ず
原
因
菌
が
何
か
を
特
定
す

る
た
め
に
検
査
す
る
」、「
乳
房

炎
を
慢
性
化
さ
せ
な
い
た
め
に

早
期
に
治
療
す
る
」
な
ど
、
乳

房
炎
治
療
に
つ
い
て
、
わ
か
り

や
す
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
出

席
者
も
真
剣
な
面
持
ち
で
話
に

耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

講習会の様子
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私
は
農
家
の
方
々
の
普
段
の
仕
事
を
学

ぶ
た
め
に
、
４
月
に
畜
産
農
家
の
佐
藤
さ

ん
の
お
宅
に
農
業
実
習
に
う
か
が
い
ま
し

た
。
実
習
期
間
は
一
ヶ
月
で
、
主
に
搾
乳

の
手
伝
い
を
中
心
に
牛
の
世
話
を
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
私
は
乳
頭
表
面
と
そ
の
周
辺
を
二

種
類
の
タ
オ
ル
で
清
潔
に
す
る
、
拭
き
取

り
作
業
を
任
さ
れ
ま
し
た
。
佐
藤
さ
ん
の

牛
舎
は
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
ラ
ー
を
導
入
し

て
お
り
短
時
間
で
多
く
の
牛
か
ら
搾
乳
が

可
能
で
す
。

牛
が
ロ
ー
タ
リ
ー
を
一
周
す
る
間
に
ミ

ル
カ
ー
取
り
付
け
と
消
毒
も
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
た
め
、
拭
き
取
り
は
素
早
く
か

つ
丁
寧
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
初
め
の
う
ち
は
上
手
に
拭
く

こ
と
が
で
き
ず
に
時
間
を
か
け
て
し
ま
っ

て
、
佐
藤
さ
ん
の
奥
様
が
二
頭
拭
き
取
る

間
に
、
私
が
よ
う
や
く
一
頭
拭
き
終
わ
る

と
い
っ
た
具
合
で
し
た
。

作
業
し
て
い
く
う
ち
に
段
々
と
ス
ム
ー

ズ
に
作
業
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
牛
舎
で

の
餌
押
し
や
仔
牛
の
牛
舎
の
清
掃
と
寝
藁

の
用
意
な
ど
の
昼
間
の
仕
事
も
教
え
て
い

た
だ
い
て
、
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
仔
牛
は
私
の
言
う
こ
と
を
聞
か
な
い

上
に
、
道
具
に
も
い
た
ず
ら
す
る
の
で
、

こ
の
仕
事
も
最
初
は
う
ま
く
い
か
な
く
て

疲
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。

し
か
し
、
多
く
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
い
て
、
よ
う
や
く
仔
牛
達
を
少
し
だ
け

上
手
に
世
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
は
本
当
に
嬉
し
く
感
じ
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
仕
事
は
大
変
で
、
実
習
期
間

中
は
肩
が
凝
っ
て
痛
い
く
ら
い
で
し
た
。

暑
い
日
は
実
習
中
に
数
日
だ
け
で
し
た
が
、

集
ま
っ
た
牛
の
体
温
で
よ
け
い
に
熱
く
な

る
た
め
に
、
汗
が
噴
き
出
ま
し
た
。
こ
の

仕
事
を
毎
日
続
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

ど
れ
ほ
ど
大
変
な
こ
と
な
の
か
、
私
は
一

部
だ
け
で
も
理
解
で
き
ま
し
た
。

私
は
実
習
を
通
し
て
、
農
家
の
方
の
仕

事
と
苦
労
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
実
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
活
か
し
て
、
農
協
職
員
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

ＪＪＡでは、新たに入組した職員を対象に例年、農業実習をおこなっておりますＪＡでは、新たに入組した職員を対象に例年、農業実習をおこなっております。。

この農業実習は、職員が実際に農作業を体験し、農家各位との交流を図る中で、農業この農業実習は、職員が実際に農作業を体験し、農家各位との交流を図る中で、農業のの

現場とＪＡ事業に対する理解を深めてもらうことを目的として実施しております現場とＪＡ事業に対する理解を深めてもらうことを目的として実施しております。。

今年度は、一名の職員が実習をおこないました今年度は、一名の職員が実習をおこないました。。

農
産
課

羽
根
田

友

宏

農農農業実習を終えて農農業実習を終え農業実習を終えてて農業実習を終えて
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し
か
も
血
圧
・
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
血

糖
が
い
ず
れ
も
わ
ず
か
に
高
い
状
況
で
も
、

心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
を
発
症
す
る
事
が
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
軽
度
～
中
等
度
の
冠

動
脈
狭
窄
で
は
、
自
覚
症
状
が
乏
し
い
こ

と
も
多
く
、
健
診
で
毎
年
軽
微
な
異
常
と

し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
受
診
者
の
中
に
も
、

心
筋
梗
塞
発
症
リ
ス
ク
の
高
い
方
が
潜
在

し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働

省
は
、
２
０
０
８
年
４
月
よ
り
特
定
健
診

て
動
脈
硬
化
症
が
進
行
し
、
冠
動
脈
の
狭

窄
や
閉
塞
を
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
狭
心

症
や
心
筋
梗
塞
を
発
症
し
ま
す
。
従
来
、

急
性
心
筋
梗
塞
は
、
冠
動
脈
が
徐
々
に
狭

く
な
っ
て
高
度
狭
窄
に
な
り
、
そ
こ
に
冠

動
脈
内
血
栓
を
生
じ
て
、
発
症
す
る
も
の

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た（
図
１
）。
し
か

し
最
近
の
研
究
で
は
、
む
し
ろ
冠
動
脈
狭

窄
が
比
較
的
軽
い
状
態
か
ら
突
然
発
症
す

る
事
の
方
が
多
い
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

（
図
２
）。

開
設
し
て
先
進
的
な
治
療
を
実
践
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
本
年
５
月
に
は
最
新
型
Ｃ

Ｔ
装
置
（
３
２
０
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ

Ｔ
）
導
入
と
併
せ
て
『
心
臓
血
管
カ
テ
ー

テ
ル
治
療
セ
ン
タ
ー
外
来
』
を
開
設
し
、

狭
心
症
・
心
筋
梗
塞
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患

や
種
々
の
末
梢
血
管
（
下
肢
動
脈
、
腎
動

脈
、
透
析
用
シ
ャ
ン
ト
血
管
な
ど
）
の
動

脈
硬
化
症
に
対
す
る
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
を

目
的
と
し
た
専
門
外
来
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
症
状
の
乏
し
い
心
臓
病
や
早
期

の
動
脈
硬
化
症
を
診
断
し
、
よ
り
早
い
段

階
で
積
極
的
に
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
く
目
的
で
、
こ
の
度
『
心
臓
血
管
ド
ッ

ク
』
を
開
設
致
し
ま
す
の
で
、
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

心
臓
に
血
液
を
供
給
す
る
血
管
を
冠
動

脈
と
呼
び
ま
す
が
、
糖
尿
病
や
高
血
圧

症
・
脂
質
異
常
症
な
ど
の
疾
患
と
関
連
し

欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
高

血
圧
症
や
脂
質
異
常
症
・
喫

煙
な
ど
の
冠
危
険
因
子
の
是

正
に
よ
り
、
急
性
心
筋
梗
塞

の
発
症
頻
度
は
増
加
か
ら
減

少
傾
向
に
転
じ
て
い
ま
す
が
、

我
が
国
で
は
依
然
と
し
て
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
急
性

心
筋
梗
塞
は
、
急
激
な
心
筋

ダ
メ
ー
ジ
に
よ
り
、
心
不
全

や
心
破
裂
・
不
整
脈
な
ど
の

重
篤
な
合
併
症
を
生
ず
る
た

め
、
従
来
は
死
亡
率
の
高
い

病
気
で
し
た
。
し
か
し
、
近

年
の
救
急
医
療
体
制
の
整
備

と
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
法
の
進

歩
に
よ
り
、
急
性
心
筋
梗
塞

の
死
亡
率
は
劇
的
に
減
少
し

て
い
ま
す
。
当
院
で
も
、
昨

年
５
月
に
『
心
臓
血
管
カ
テ

ー
テ
ル
治
療
セ
ン
タ
ー
』
を

遠軽厚生病院だより

「
心
臓
血
管
ド
ッ
ク
」に
つ
い
て

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

遠
軽
厚
生
病
院

循
環
器
科

副
院
長
・
心
臓
血
管
カ
テ
ー
テ
ル
治
療
セ
ン
タ
ー
長

本

田

肇

は
じ
め
に

１
．
心
筋
梗
塞
と
動
脈
硬
化
に

つ
い
て
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・
特
定
保
健
指
導
を
開
始
し
ま
し
た
。
い

わ
ゆ
る
「
メ
タ
ボ
健
診
」
で
、
内
臓
脂
肪

を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、
心
臓
病
・
脳
卒

中
な
ど
の
動
脈
硬
化
性
疾
患
予
防
を
図
り
、

医
療
費
削
減
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
動

脈
硬
化
進
行
度
に
は
個
人
差
が
大
き
い
こ

と
も
あ
り
、
従
来
型
の
健
診
方
法
で
は
動

脈
硬
化
病
変
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

繋
が
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

動
脈
硬
化
症
は
高
血
圧
、
脂
質
異
常
症
、

糖
尿
病
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
、
喫
煙

な
ど
い
く
つ
か
の
危
険
因
子
が
重
な
る
ほ

ど
、
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
福
岡
県

久
山
町
の
住
民
健
診
の
経
年
変
化
で
は
、

高
血
圧
症
は
約

％
で
横
ば
い
で
す
が
、

４０

高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
や
糖
尿
病
予
備

軍
で
あ
る
耐
糖
能
異
常
の
比
率
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
生
活
ス
タ
イ
ル

の
欧
米
化
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
図
３
）

一
般
の
健
康
診
断
や
人
間
ド
ッ
ク
で
は
、

心
臓
病
に
対
す
る
検
査
と
し
て
胸
部
Ｘ
腺

検
査
と
心
電
図
だ
け
の
こ
と
が
多
く
、
軽

度
の
心
臓
機
能
障
害
を
見
極
め
る
の
は
難

し
い
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で

当
院
で
は
、
心
臓
か
ら
分
泌
さ
れ
る
ホ
ル

モ
ン
で
あ
る
Ｂ
Ｎ
Ｐ
の
血
中
濃
度
を
測
定

す
る
こ
と
に
よ
り
、
た
と
え
無
症
状
に
経

過
す
る
病
態
で
あ
っ
て
も
、
早
期
心
臓
機

能
障
害
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
な
『
Ｂ
Ｎ

Ｐ
検
診
』
を
２
０
１
０
年
よ
り
開
始
し
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
度
、
動
脈
硬
化
病
変

の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的
と
し
て

『
心
臓
血
管
ド
ッ
ク
』を
本
年
８
月
よ
り
始

め
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。

【
検
査
項
目
】

煙
身
体
計
測

身
長
・
体
重
・
腹
囲
（
腹

部
肥
満
の
評
価
）

煙
血
液
一
般
検
査

糖
代
謝
障
害
、
脂
質

異
常
症
、
腎
機
能
障
害
な
ど
の
評
価

煙
尿
特
殊
検
査

尿
中
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン

（
早
期
腎
臓
障
害
の
指
標
）

煙
血
液
特
殊
検
査
臼

空
腹
時
血
中
イ
ン

ス
リ
ン（
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
の
指
標
）

煙
血
液
特
殊
検
査
渦

血
漿
Ｂ
Ｎ
Ｐ
（
心

臓
ホ
ル
モ
ン
）、

煙
胸
部
Ｘ
線
検
査
・
心
電
図
検
査

心
肥

大
や
不
整
脈
な
ど
の
評
価

煙
心
エ
コ
ー
検
査

心
臓
機
能
の
評
価
と

あ
ら
ゆ
る
心
疾
患
（
弁
膜
症
・
心
肥
大

な
ど
）
の
診
断

煙
頸
動
脈
エ
コ
ー
検
査

頸
部
動
脈
硬
化

の
評
価

煙
血
圧
脈
波
検
査

Ａ
Ｂ
Ｉ
（
上
下
肢
血

圧
比
）、
Ｐ
Ｗ
Ｖ
（
動
脈
硬
化
・
血
管
年

齢
の
評
価
）

身
体
計
測
で
は
腹
部
内
蔵
型
肥
満
（
い

わ
ゆ
る
メ
タ
ボ
体
型
）
の
有
無
に
つ
い
て

評
価
し
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
で
は
、
内
臓
脂

肪
蓄
積
に
よ
り
、
血
圧
や
血
糖
・
中
性
脂

肪
の
上
昇
と
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
低
下
を
生
じ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
変
化
は
、
ア
デ
ィ
ポ
サ
イ

ト
カ
イ
ン
と
呼
ば
れ
る
脂
肪
細
胞
由
来
の

内
分
泌
因
子
の
異
常
に
よ
り
、
イ
ン
ス
リ

ン
抵
抗
性
を
生
じ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
も

の
で
す
。
空
腹
時
血
中
イ
ン
ス
リ
ン
と
空

腹
時
血
糖
を
測
定
す
る
こ
と
で
、
イ
ン
ス

リ
ン
抵
抗
性
の
程
度
を
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

糖
代
謝
異
常
や
血
圧
高
値
が
続
く
と
、

腎
障
害
を
生
じ
ま
す
が
、
そ
の
早
期
腎
臓

障
害
の
目
安
と
し
て
、
微
量
ア
ル
ブ
ミ
ン

の
尿
中
排
泄
が
重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
尿
検
査
で
は
尿
タ
ン
パ
ク
が
（
−
）

あ
る
い
は
（
±
）
で
も
、
微
量
ア
ル
ブ
ミ

ン
尿
中
排
泄
は
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
将
来

の
腎
臓
障
害
や
心
不
全
や
心
血
管
病
の
発

症
予
測
因
子
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
検

査
法
で
す
。

胸
部
Ｘ
線
検
査
・
心
電
図
検
査
は
古
典

的
な
心
臓
の
検
査
法
で
す
が
、
病
態
が
あ

る
程
度
進
行
し
な
い
と
変
化
を
生
じ
な
い

た
め
、
早
期
の
心
臓
病
検
出
に
は
限
界
が

あ
り
ま
し
た
。

Ｂ
Ｎ
Ｐ
と
い
う
心
臓
ホ
ル
モ
ン
は
、
腎

臓
に
働
き
か
け
て
過
剰
な
塩
分
（
ナ
ト
リ

ウ
ム
）
を
尿
中
に
排
泄
し
、
心
臓
の
置
か

れ
て
い
る
悪
い
状
況
（
心
不
全
）
を
改
善

さ
せ
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
血

漿
Ｂ
Ｎ
Ｐ
が
高
値
の
場
合
に
は
、
心
不
全

状
態
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
逆
に
低
値

の
場
合
は
心
臓
の
元
気
度
が
高
い
こ
と
を

示
唆
し
ま
す
。

２
．
心
臓
血
管
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
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さ
ら
に
心
エ
コ
ー
検
査
（
図
４
）
で
は
、

心
臓
の
機
能
異
常
か
ら
形
態
変
化
ま
で
詳

細
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
、
精
度
の
高

い
心
臓
病
診
断
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
頸

動
脈
エ
コ
ー
検
査
（
図
５
）
は
非
常
に
簡

便
な
検
査
方
法
で
す
が
、
頸
部
動
脈
硬
化

は
脳
梗
塞
と
密
接
に
関
連
し
て
お
り
、
脳

卒
中
予
防
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
検
査
法

で
す
。
糖
尿
病
で
は
頸
動
脈
硬
化
が
進
行

し
や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
糖
尿

病
予
備
軍
の
状
況
で
も
同
様
に
頸
動
脈
硬

化
が
み
ら
れ
、
食
後
血
糖
が
高
い
ほ
ど
、

頸
動
脈
硬
化
が
進
行
し
や
す
い
こ
と
も
わ

か
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
頸
動
脈
の
肥

厚
が
あ
る
と
、
心
血
管
病
を
発
症
す
る
頻

度
も
高
く
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

頸
動
脈
は「
全
身
の
動
脈
硬
化
を
写
す
鏡
」

と
も
言
え
ま
す
。

血
圧
脈
波
検
査
（
図
６
）
で
は
、
四
肢

の
血
圧
を
同
時
に
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

上
下
肢
血
圧
比
（
Ａ
Ｂ
Ｉ
）
や
左
右
血
圧

差
が
評
価
で
き
、
下
肢
動
脈
や
上
腕
動
脈

へ
繋
が
る
鎖
骨
下
動
脈
な
ど
の
高
度
狭
窄

を
検
出
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

ま
た
脈
波
伝
播
速
度
（
Ｐ
Ｗ
Ｖ
）
を
評
価

す
る
こ
と
で
大
動
脈
硬
化
の
程
度
を
評
価

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

以
上
の
検
査
は
い
ず
れ
も
体
に
負
担
の

少
な
い
、
非
侵
襲
的
検
査
方
法
で
あ
り
、

潜
在
し
て
い
る
動
脈
硬
化
症
や
心
臓
病
を

簡
便
に
検
出
・
診
断
す
る
こ
と
に
適
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
検
査
を
総
合
的
に

分
析
し
て
、
心
筋
梗
塞
発
症
リ
ス
ク
を
適

確
に
評
価
し
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
侵

襲
的
検
査
（
運
動
負
荷
試
験
や
心
臓
Ｃ
Ｔ

検
査
）
が
必
要
か
ど
う
か
に
つ
い
て
判
断

し
ま
す
。

最
初
か
ら
心
臓
Ｃ
Ｔ
検
査
を
心
臓
ド
ッ

ク
の
中
の
検
査
法
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て

い
る
施
設
も
あ
り
ま
す
が
、
従
来
の
心
臓

Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、
ヨ
ー
ド
系
造
影
剤
に
よ

る
副
作
用
（
過
敏
症
と
腎
機
能
障
害
）
と

放
射
線
被
曝
な
ど
の
問
題
が
あ
り
ま
す
の

で
、
当
院
で
は
、
家
族
歴
や
高
血
圧
・
糖

尿
病
・
脂
質
異
常
症
・
喫
煙
・
腹
部
肥
満

な
ど
の
冠
危
険
因
子
も
勘
案
し
て
、
冠
動

脈
疾
患
が
強
く
疑
わ
れ
る
方
に
、
心
臓
Ｃ

Ｔ
検
査
を
お
勧
め
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影
（
Ｃ
Ｔ
）

は
、
Ｘ
線
を
体
の
周
り
を
回
転
さ
せ
な
が

ら
照
射
す
る
こ
と
で
、
輪
切
り
の
断
面
写

真
を
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
初
の
Ｃ

Ｔ
で
は
Ｘ
線
検
出
器
が
１
列
だ
っ
た
た
め

平
面
画
像
で
し
た
が
、
Ｘ
線
検
出
器
を
複

数
に
配
列
し
た
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
が

登
場
後
、

列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
の

１６

開
発
に
よ
り
３
次
元
立
体
表
示
が
可
能
と

な
り
、
心
臓
診
断
へ
の
Ｃ
Ｔ
利
用
が
普
及

し
ま
し
た
。
画
質
も
カ
テ
ー
テ
ル
を
用
い

た
冠
動
脈
造
影
検
査
に
近
い
所
見
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
心
臓
全
体

を
撮
影
す
る
た
め
に
は

秒
程
度
の
長
い

３０

息
止
め
が
必
要
で
、
造
影
剤
使
用
量
も
多

く
、
Ｘ
線
被
曝
量
も
多
い
と
い
う
欠
点
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
の
更

な
る
多
列
化
が
進
み
、

列
マ
ル
チ
ス
ラ

６４

イ
ス
Ｃ
Ｔ
で
は
、

秒
程
度
で
撮
影
が
可

１０

能
と
な
り
細
い
冠
動
脈
の
評
価
も
可
能
と

な
っ
て
、
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
冠
動
脈
造

影
検
査
の
代
役
を
果
た
す
様
に
な
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
２
５
６
列
や
３
６
０
列
の
マ

ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
の
登
場
に
よ
り
、
撮

影
時
間
が
５
秒
～
１
秒
と
短
縮
さ
れ
（
図

７
）、
Ｘ
線
被
曝
量
も
低
減
さ
れ
た
結
果
、

現
在
で
は
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
冠
動
脈
造
影
検
査

が
標
準
検
査
法
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

画
質
も
カ
テ
ー
テ
ル
冠
動
脈
造
影
と
比
較

し
て
も
遜
色
な
い
レ
ベ
ル
に
達
し
て
お
り

（
図
８
）
、
当
院
の
心
臓
血
管
ド
ッ
ク
で
動

３
．
最
新
型
３
２
０
列
マ
ル
チ
ス

ラ
イ
ス
C
T
装
置
に
つ
い
て
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脈
硬
化
症
が
疑
わ
れ
た
場
合
に
は
、
２
次

検
査
と
し
て
体
へ
の
負
担
が
限
り
な
く
少

な
い
、
最
新
型
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
精
密
検
査
を

行
っ
て
い
た
だ
く
方
針
と
し
て
い
ま
す
。

「
人
は
血
管
と
と
も
に
老
い
る
」

“A
m
a
n
is
o
ld
a
s
h
is
a
rteries

“

と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
心
臓
血
管
ド
ッ
ク
で
、
ご
自
身
の

動
脈
硬
化
を
詳
細
に
評
価
す
る
と
と
も
に
、

動
脈
硬
化
危
険
因
子
の
是
正
を
行
い
、
老

化
防
止
（
血
管
の
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
）

を
心
が
け
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と

に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

平成２５年５月８日より新しいＣＴ装置が稼働しました。昨年発売されたばかりの３２０

列面検出器ＣＴで、全国でも導入している施設がまだ少ない最新型の装置となっていま

す。大きな特徴は、心臓や脳などの一臓器を一回転で撮影できることであり、多彩な三

次元画像や血流動態などの四次元画像表示ができるようになりました。被ばく線量の低

減はもちろん、ＣＴ検査にかかる時間も大幅に短縮されましたので、患者さんやスタッ

フの方々にとても好評をいただいております。

また、新たに始めた心臓ＣＴ検査は、外来検査として簡単に行えるようになりました

ので、今まで入院が必要だったカテーテル検査の代替えとして、十分役割を果たしてい

ます。

導入当初の担当技師さんは、ＣＴ検査終了後も三次元画像などの作成に毎晩付きっき

りで対応していましたが、徐々に周囲のスタッフも操作に慣れ、軌道にのってきたとこ

ろです。今後もこの装置の性能を最大限活用し、地域の患者様に還元していけるよう努

力したいと思います。

最最新ＣＴの導最新ＣＴの導入入
～遠軽厚生病院～
最最新ＣＴの導最新ＣＴの導入入最新ＣＴの導入
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本
年
度
の
Ｊ
Ａ
野
球
大
会
一
回
戦
は
、

地
元
中
湧
別
球
場
で
Ｊ
Ａ
斜
里
町
を
迎
え

て
、
六
月
九
日
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
前
か
ら
当
Ｊ
Ａ
の
Ｏ
係
長
と
Ｊ
Ａ

斜
里
町
の
Ｓ
課
長
に
よ
る
、
お
揃
い
の
胸

に
「
中
国
」
と
大
き
く
書
か
れ
た
ジ
ャ
ー

ジ
を
見
な
が
ら
爆
笑
し
、
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
試
合
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

試
合
は
、
当
チ
ー
ム
先
発
の
佐
藤
が
三

者
凡
退
の
上
々
の
立
ち
上
が
り
。
一
回
裏

の
攻
撃
で
は
四
球
に
死
球
、
失
策
が
絡
み
、

一
安
打
で
四
点
を
先
取
。

そ
の
一
安
打
は
、
今
大
会
捕
手
が
い
な

い
た
め
、
急
遽
出
場
を
お
願
い
し
た
高
橋

監
事
の
目
の
覚
め
る
よ
う
な
二
塁
打
。
結

局
こ
れ
が
決
勝
打
と
な
り
、
終
わ
っ
て
み

れ
ば
五
対
三
で
辛
勝
。

打
っ
て
は
、
腰
を
か
ば
い
な
が
ら
出
場

の
尾
形
（
頑
張
り
過
ぎ
た
の
か
、
後
日
、

ぎ
っ
く
り
腰
で
戦
線
離
脱
・
・
・
）
と

“
唐
草
模
様
の
風
呂
敷
が
似
合
う
男
”

藤

井
に
、
高
橋
監
事
の
三
安
打
の
み
の
貧
打
。

守
っ
て
も
、
エ
ー
ス
佐
藤
が
消
防
団
疲

れ
？
か
ら
か
、
早
々
と
二
回
で
足
が
つ
り
、

降
板
。

急
遽
登
板
の
鉄
人
石
川
が
後
続
を
何
と

か
抑
え
た
が
、
守
備
が
二
失
策
と
投
打
守

す
べ
て
が
ピ
リ
っ
と
せ
ず
、
次
の
試
合
に

課
題
が
残
る
内
容
だ
っ
た
。

続
く
準
々
決
勝
は
、
七
月
十
日
。

北
見
市
営
球
場
に
て
、
対
Ｊ
Ａ
き
た
み

ら
い
と
朝
か
ら
少
雨
の
降
る
中
、
第
四
試

合
に
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
え
ん
ゆ
う
管
内
は
朝
か
ら
大

正捕手不在の危機を救っていただいた高橋淳監事

同じテツヤでも大違い？急遽リリーフ登板も
見事に抑えた白滝支所石川鉄也係長（４４才）

４４才とは思えぬ素早いフィールディングで
ピッチャー前ゴロを処理

虚弱体質？なエース遠軽支所金融課
佐藤哲哉職員（２６才）は足がつって２回で降板

ＪＪＪ
Ａ
え
ん
ゆ
う
野
球
部

今
年
は
一
回
戦
突
破
も
準
々
決
勝
で
敗
退

ＪＪ
Ａ
え
ん
ゆ
う
野
球

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
野
球
部部

今
年
は
一
回
戦
突
破
も
準
々
決
勝
で
敗

今
年
は
一
回
戦
突
破
も
準
々
決
勝
で
敗
退退

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
野
球
部

今
年
は
一
回
戦
突
破
も
準
々
決
勝
で
敗
退
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雨
で
、
応
援
予
定
の
職
員
か
ら
は
「
本
当

に
今
日
試
合
が
出
来
る
の
か
？
」
と
の
問

い
合
わ
せ
が
あ
る
ほ
ど
の
天
候
で
あ
っ
た

が
（
そ
う
い
え
ば
、
あ
れ
か
ら
ま
と
も
な

雨
を
見
て
い
な
い
・
・
・
）
北
見
は
時
折

雨
が
強
く
な
る
も
の
の
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に

は
雨
は
溜
ま
ら
な
い
程
度
の
降
雨
で
試
合

開
始
の
午
後
四
時
頃
に
は
、
強
い
陽
射
し

で
汗
が
出
て
く
る
ほ
ど
の
良
い
天
候
に
回

復
し
、
試
合
ス
タ
ー
ト
。

先
発
は
、
エ
ー
ス
佐
藤
の
足
の
調
子
が

十
分
で
な
い
た
め
、
数
少
な
い
若
手
の

ホ
ー
プ
中
津
川
。

初
回
い
き
な
り
の
連
打
で
ピ
ン
チ
を
迎

え
る
と
、
守
っ
て
や
ら
な
き
ゃ
な
ら
な
い

場
面
で
痛
恨
の
エ
ラ
ー
が
出
て
、
死
球
、

四
球
が
重
な
り
七
失
点
。

三
回
に
石
川
の
ヒ
ッ
ト
で
二
点
を
返
す

も
残
念
な
が
ら
、
九
対
二
で
敗
退
。
監
督

が
へ
っ
ぽ
こ
で
、
投
手
の
替
え
時
を
間

違
っ
た
た
め
に
敗
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

三
回
か
ら
替
わ
っ
た
佐
藤
が
二
回
を
無

安
打
に
抑
え
る
素
晴
ら
し
い
ピ
ッ
チ
ン
グ

を
し
た
の
で
、
悔
や
ま
れ
る
敗
戦
で
し
た
。

来
年
は
き
ち
ん
と
練
習
し
て
、
も
う
少

し
良
い
試
合
が
出
来
る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
。な

お
、
今
回
は
終
了
後
の
残
念
会
を
八

月
末
に
開
催
予
定
で
す
の
で
、
今
大
会
活

躍
出
来
な
か
っ
た
人
や
エ
ラ
ー
な
ど
で
足

を
引
っ
張
っ
た
人
は
覚
悟
し
て
お
く
よ
う

に
。
た
ぶ
ん
お
酒
が
入
る
と「
ス
ネ
ー
ク
」

が
出
て
き
ま
す
。（
笑
）

応
援
い
た
だ
い
た
皆
様
と
忙
し
い
中
、

無
理
を
い
っ
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
高
橋
監
事
、
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

来
年
は
女
性
職
員
の
皆
様
の
応
援
も
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

計７６５４３２１ス コ ア

２００２００Ｊ Ａ え ん ゆ う

９×００２７ＪＡきたみらい

準々決勝スターティングオーダー
守打

６佐藤 哲哉１

８市原 祐二２

４天野 英紀３

５石川 鉄也４

３田村 順二５

２高橋 淳６

７桶矢 祐太７

９秦野 英孝８

１中津川恵輔９

山口 亮打

清水 徳郎監督

ＪＡきたみらい戦では若手のホープ
本所金融課中津川恵輔職員が先発

触発されて？三盗を決める営農対策室尾形厚係長

二塁へ盗塁成功する本所金融課藤井真吾職員

計７６５４３２１ス コ ア

３００００２１０Ｊ Ａ 斜 里 町

５×０１０００４Ｊ Ａ え ん ゆ う

１回戦スコア

準々決勝スコア

１回戦スターティングオーダー
守打

１佐藤 哲哉１

９尾形 厚２

８市原 祐二３

５石川 鉄也４

３田村 順二５

４藤井 真吾６

７天野 英紀７

２高橋 淳８

６中津川恵輔９

清水 徳郎監督



今
日
の
一
雨
を
喜
ん
だ
の
は
私
ば
か

り
じ
ゃ
な
い
と
思
い
ま
す
。
農
作
物
に

と
っ
て
何
よ
り
の
幸
福
で
こ
れ
で
今
年

の
豊
作
決
定
。
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
に
願
わ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
も
生
き
返
り
ま
し
た
。

（
匿
名
）

や
っ
と
良
い
一
雨
が
あ
り
ま
し
た
ね
。

今
年
は
良
い
天
気
と
適
度
な
雨
で
豊

穣
の
秋
に
な
る
こ
と
を
祈
念
す
る
ば
か

り
で
す
。

天
候
が
回
復
し
て
一
安
心
し
ま
し
た
。

農
家
の
方
々
が
良
く
な
る
こ
と
ば
か

り
考
え
て
い
ま
す
。
道
民
の
食
は
や
は

り
新
鮮
な
野
菜
、
肉
、
魚
で
す
か
ら
ね
。

短
い
夏
、
も
う
少
し
暖
か
く
、
適
度
な

雨
に
「
今
年
も
良
か
っ
た
ね
！
」
の
声

が
皆
様
か
ら
聞
く
の
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

（
匿
名
）

豊
穣
の
秋
を
迎
え
て
、
皆
さ
ん
の
喜

ぶ
顔
を
見
た
い
で
す
ね
。

毎
日
、
暑
い
日
が
続
き
ま
す
ね
。

主
人
と
二
人
で
朝
三
時
半
に
起
き
て
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
取
っ
て
い
ま
す
。
早

起
き
は
と
て
も
気
持
ち
が
良
い
で
す
ね
。

愛
犬
ゆ
う
も
畑
に
つ
い
て
き
て
、
私
た

ち
の
仕
事
を
見
守
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

清
々
し
い
朝
の
青
空
が
目
に
浮
か
び

ま
す
。
暑
い
日
が
続
き
ま
す
の
で
、
熱

中
症
に
留
意
し
て
農
作
業
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

毎
日
、
天
気
が
良
い
の
は
あ
り
が
た

い
で
す
が
、
ざ
あ
っ
と
一
雨
が
欲
し
い

で
す
ね
。

（
匿
名
）

日
照
り
に
不
作
無
し
と
は
い
う
も
の

の
、
そ
ろ
そ
ろ
雨
が
欲
し
い
で
す
ね
。

七
月
二
十
三
日
～
二
十
四
日
に
Ｏ
Ｇ

友
の
会
の
研
修
旅
行
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
初
日
は
白
滝
埋
蔵
文
化
セ
ン

タ
ー
、
合
同
園
芸
に
行
き
、
昼
食
は
大

き
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
バ
イ
キ
ン
グ
、
夜

は
花
神
楽
温
泉
で
楽
し
く
一
夜
。

次
の
日
は
三
浦
綾
子
記
念
館
に
行
き
、

偶
然
に
館
長
で
あ
る
旦
那
様
の
お
話
も

聞
く
こ
と
が
出
来
、
ど
ち
ら
も
詳
し
い

話
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

道
中
の
バ
ス
の
中
で
も
楽
し
く
お
世

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
様
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

Ｏ
Ｇ
友
の
会
入
会
大
歓
迎
で
す
。
皆

さ
ん
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

Ｏ
Ｇ
会
員
）

こ
の
度
は
Ｏ
Ｇ
友
の
会
研
修
旅
行
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
参
加
し
て
、
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

読
者
の
声

第
六
回
理
事
会

（
平
成
二
十
五
年
七
月
三
十
日
）

◇
報
告
事
項

一
．
第
一
五
回
農
事
部
親
睦
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
・
ゴ
ル
フ
大
会
の
結
果
に
つ
い
て

二
．
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
Ｙ
Ｏ
Ｕ
国
際
交
流
協
同
組

合
視
察
報
告
に
つ
い
て

三
．
職
員
の
定
年
退
職
に
つ
い
て

四
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

五
．
共
済
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

六
．
各
部
会
開
催
結
果
に
つ
い
て

玉
葱
部
会
、
小
麦
部
会
、
畜
産
部
会

七
．
そ
の
他

・
酪
農
学
園
研
修

・
酪
農
講
習
会
に
つ
い
て

・
介
護
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
日
曜
営
業
に

つ
い
て

◇
議

案

一
．
平
成
二
十
四
年
度
玉
葱
の
本
精
算
に

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

二
．

屯
田
夏
祭
り
盆
踊
り
大
会
協
賛
金

の
負
担
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
．
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
．
外
部
出
資
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

五
．
規
定
・
要
領
の
一
部
改
訂
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

理

事

会

の

あ

ら

ま

し
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〜応募方法〜
応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、

身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ８月２６日（月）

７月号の答えは「スイカワリ」でした。
収穫時期を迎えておりますが、農作業

事故には留意下さい。
当選者は下記の方々です。

脂

タ
テ
の
カ
ギ

１

タ
ー
ザ
ン
が
発
す
る
「
ア
ー
ア
ア
ー
」

４

旧
国
名
の
一
つ
。
現
在
の
岐
阜
県
北
部

６

家
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

７

出
前
の
品
を
入
れ
て
運
び
ま
す

９

レ
ジ
に
行
っ
て
済
ま
せ
ま
す

中
秋
の
名
月
に
月
見

を
供
え
た

１１

１
１
７
に
電
話
す
る
と
聞
け
ま
す

１２

大
安
、
先
勝
、
友
引
と
い
え
ば

１４

膝
と
股
関
節
の
間
に
あ
り
ま
す

１６

き
こ
り
の
商
売
道
具
で
す

１８

陸
・
海
・

２０

シ
ェ
フ
が
厨
房
で
作
る
も
の

２１

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

水
を
く
ん
だ
り
す
し
を
盛
っ
た
り

２

時
計
の
文
字
盤
を

時
間
で
一
回
り

１２

３

バ
イ
オ
リ
ン
と
チ
ェ
ロ
の
中
間
の
大
き

さ

４

古
新
聞
を
ま
と
め
て

で
く
く
る

５

鶏
の

倍
ほ
ど
の
大
き
な
卵
を
産
み
ま

２５

す

８

道
路
の
通
行
規
制
が
や
っ
と

さ
れ

た天
女
が
着
て
い
る
薄
い
服

１０

餅
で
あ
ん
を
包
ん
だ
和
菓
子

１１

花
札
に
描
か
れ
て
い
る
想
像
上
の
鳥

１３

天
気
予
報
で
は
雲
の
マ
ー
ク

１５

ビ
ル
や
校
舎
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言

１７

葉お
に
ぎ
り
に
巻
き
ま
す

１９

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ププ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

湧 別 町 富 美

湧 別 町 開 盛

湧別町４の３

斉藤さち子 さん
平間賀代子 さん
福本 和子 さん

１

１７

３

８

２０

２

５

Ｂ

１２

Ｄ

１６

Ｆ

４

Ａ

２１７

１０

１３

眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼眼

６ １１

９

Ｃ

１４

１５

１８

Ｅ

１９

☆ お 盆 業 務 体 制 ☆

備 考
８月１９日

（月）

８月１８日

（日）

８月１７日

（土）

８月１６日

（金）

８月１５日

（木）

月 日

部 門

業 務休 業業 務休 業休 業本所・支所一般業務

業 務休 業休 業業 務業 務本所・支所金融店舗

１８日 セブン銀行取引可
９：００〜１９：００（手数料１０５円）

業 務休 業業 務業 務業 務本所・支所・厚生病院金融ＡＴＭ

状況により受入実施業 務休 業業 務休 業休 業上湧別青果物センター

希望により個別対応業 務休 業業 務休 業休 業遠軽介護センターみどり

業 務休 業業 務休 業休 業上湧別ビーフランド

業 務休 業業 務休 業休 業上湧別・遠軽機械センター

業 務業 務業 務業 務業 務遠軽店・セルフ（遠軽・湧別）
ホクレンスタンド

業 務休 業業 務業 務業 務その他

休 業休 業業 務業 務業 務遠軽店

エーコープ
業 務休 業休 業業 務業 務

中湧別店・とんでん市場
生田原店

隙 ひざし ２０１３.８
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漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁

水 木

商品券

沢口産業

第２７回

２０１３年

８月２０日（火）時 間／１８：００～２１：３０
場 所／えんゆう機械センター駐車場


